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といっしょに福祉のまちづくりしませんか？
社会福祉協議会（略して「社協」）は、住民の皆様による会員組織を基盤とし、「誰
もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進める民間の社会福祉法人です。

　社協の活動は、住民参加が基本です。会員制度とは、
社協事業の趣旨にご賛同くださった方々一人ひとりが

「地域福祉の推進」を自らの活動として受け止め、会費
を通じて間接的に社協の活動に参加していただくとい
うものです。会員の皆さまは社協のサポーターとして
地域福祉活動にご参加いただいている仲間であると考
えています。
　皆様から寄せられた会費は、事業計画に基づき、地
域福祉推進のための事業、ボランティア育成事業、広
報活動などの事業に活用されます。

　また、ご協力いただいた会費が貴重な財源として大
きな役割を果たすとともに、社協会員として会費を納
めていただくことにより、住民の皆様も社協のサポー
ターとして地域福祉活動にご参加いただく機会となり
ます。
　年間を通して会員募集をしていますので、ぜひご協
力をお願いします。
　お住まいの地域の行政区を通じて、会員募集・会費
納入を行います。また、社協窓口での会費納入手続き
も受付しています。

もくじ 自治会活動は地域福祉の原動力

自治会に加入しましょう！
加入は地域の
行政区役員へ
ご連絡ください。
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地域福祉をすすめる民間の団体です。地域福祉をすすめる民間の団体です。
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愛川町社協では、様々な取り組みを通じ、地域住民の皆様をはじめ、事業所、関係機関や行政と連携を図り、愛川町社協では、様々な取り組みを通じ、地域住民の皆様をはじめ、事業所、関係機関や行政と連携を図り、
協力しながら、誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるまちづくりを目指しています。協力しながら、誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるまちづくりを目指しています。

暮らしのことでお困りの方、スキマ時間に力を貸してくださる方、町社協にお問い合わせください！暮らしのことでお困りの方、スキマ時間に力を貸してくださる方、町社協にお問い合わせください！

もっと知ってほしい！愛川町社協のこと
「社協ってどんなところ？」「聞いたことあるけど詳しく知らない…」「社協ってどんなところ？」「聞いたことあるけど詳しく知らない…」

そんな方にもっと町社協のことを知ってもらうために、そんな方にもっと町社協のことを知ってもらうために、
今回は各班の 今回は各班の “がんばっていること” “がんばっていること” をちょっとPRさせてくださいをちょっとPRさせてください

 総 務 班 
　総務班は、主に社会福祉法人の運営や人事業務
にかかわる業務を担当しています。
　正直、“社協らしさ”はあまりないですが、理事
会や評議員会の運営、広報誌やホームページによ
る広報活動などを通じて、住民のみなさんに町社
協を知ってもらう！応援してもらいたい！そう
いった気持ちで日々業務に励んでいます。

 愛川町ありんこ作業所 
　愛川町ありんこ作業所（中津作業所・高峰作業
所）は、就労することが困難な障がい者等を対象
に、障害者総合支援法に基づく就労継続支援Ｂ型
事業を実施しています。
　就労訓練の場の提供、作業訓練、社会生活適応
訓練及び就労支援を通して、目標の達成のために
日々頑張っています！

 権利擁護支援センター 
　判断能力が不十分な方の権利を守る成年後見制
度の利用促進と円滑な制度運用が図られるよう
その中核的な機関となる「愛川町権利擁護支援
センター」の運営を行っています。

（その他に取り組んでいる事業）
・日常生活自立支援事業　　・法人後見事業
・権利擁護相談会の実施

 地域包括支援センター 
　保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーとい
う3分野の専門職が連携し、町や地域の医療機関、
介護サービス業者、ボランティア等と協力しなが
ら高齢者のさまざまな相談に対応しています。

1介護予防ケアマネジメント事業
2総合相談・支援事業
3権利擁護事業
4包括的・継続的ケアマネジメント事業
5在宅医療・介護連携推進事業
6認知症総合支援事業

 地域・在宅援護班 
　子どもから高齢の方まで、幅広い世代の人々が
安心して暮らせる地域づくりに関する各種事業を
担当しています。

　他にも、福祉活動に対する助成や福祉教育プロ
グラムの提供、共同募金運動の推進など様々な事
業を行っています。
　地域のいろんな方と出会うことで、「ささえあ
い活動」に目を向けてもらうことに力を注いでい
ます！

●短期間だけ車椅子を使いたい。	
（福祉機器貸与事業）
●身体が不自由になって、通院等の移動に困っている。	
（移送サービス・愛川お助け便）
●生きがいや居場所づくりをしたい。	
（ミニデイサービス事業・高齢者サロン）
●ボランティアをやってみたい。	
（あいかわボランティアセンター）
●お金のことを、相談したい。	
（生活福祉資金貸付事業、緊急援護資金貸付事業）
●地域の行事でイベント機器を使いたい。	
（かき氷機、ポップコーン機、綿菓子機の貸し出し）

こんなとき、ご相談ください！

●広報機能　　　　　　　　 ●相談機能
●成年後見制度利用促進機能 ●後見人支援機能
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善意のご寄付ありがとうございました
令和6年10月1日～令和7年5月31日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）令和6年10月1日～令和7年5月31日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）

寄付物品　プルタブ・古切手・ベルマーク・食料品などをお寄せいただいた皆様

寄付金　2,654,941円

寄託金品

⃝匿名　7件　
⃝相模野カントリー倶楽部
⃝かわせみN．O
⃝愛川町資源リサイクル協同組合
⃝斉藤絹枝後援会
⃝タイアジアン
⃝愛甲商工会

⃝厚木愛甲地区更生保護女性会
⃝国際ソロプチミスト愛川
⃝AGC労働組合　相模支部
⃝北村　紀子
⃝公益社団法人　神奈川県宅地建物
取引業協会　県央支部
⃝三菱ふそう労働組合　本社支部

⃝日本発条労働組合　厚木支部
⃝平山上組合
⃝あいかわ福祉教育サポータークラブ
⃝高峰中学校第11回生同窓会
⃝愛川町ターゲット・バードゴルフ協会
⃝相愛信用組合
⃝長谷川玲子

⃝株式会社シンクスコーポレーション
⃝中央労働金庫愛川支店推進幹事会
⃝さくら会
⃝あいちゃん商店会中津支部
⃝東六倉寿会
⃝民児25年会
⃝野口博史

⃝匿名　20件
⃝春日台いきいき100歳体操
⃝ニッパツハーモニー
⃝愛川町環境経済部環境課
⃝公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺
　振興財団
⃝小原　千代美
⃝熊澤　由美子

⃝みらい　あいこ
⃝小林　隆志
⃝株式会社ＤＡＹブレイク
　ドキわくランド愛川店
⃝上家　怜
⃝大原　征子
⃝永田　巖
⃝愛川町森林組合

⃝大貫繊維株式会社
⃝大久保歯車工業株式会社
⃝鴻池運輸(株)厚木定温流通
　センター営業所
⃝ＮＰＯ法人さがみ
⃝川崎　正弘
⃝かわせみN．O
⃝朝日美装半原会

⃝笹原　虎夫
⃝千葉　富士子
⃝神奈川県立愛川ふれあいの村
⃝一ツ井菅原婦人会
⃝半原山顕妙寺檀信徒一同
⃝宮田　鈴子

役員（理事・監事）　＊任期は２年間　【敬称略】

役職名 氏　名 選出母体等

会　長 石井　康弘 学識経験者

副会長 小島　重夫 民生委員児童委員協議会

〃 吉邑　高志 区長会（宮本区）

理　事 平本　明敏 区長会（三増区）

〃 角田　繁和 　〃　 （半縄区）

〃 岡部眞由美 身体障害者福祉協会

〃 井 上　 桂 ボランティア連絡協議会

〃 林　 政 信 社会福祉施設（愛和の里）

〃 岸上　敦子 町議会（教育民生常任委員会）

〃 小 林　 弘 学識経験者

〃 篠﨑　美和 　　〃

〃 中村　美好 　　〃

〃 髙 橋　 聡 行政（民生部長）

監　事 大 野　 茂 学識経験者

〃 深 沢　 修 民生委員児童委員協議会

〃 原田　靖子 福祉団体（手をつなぐ育成会）

評議員　＊任期は４年間　【敬称略】

氏　名 選出母体等
成 瀬　 英 男 区長会（川北区）
小 島　 宏 一 　〃　 （原臼区）
山 口　 芳 弘 　〃　 （両向区）
染 矢　 敬 一 　〃　 （細野区）
野 口　 博 史 　〃　 （田代区）
沼 田　 直 己 　〃　 （角田区）
橋 本　 和 明 　〃　 （箕輪区）
薄　 岩 夫 　〃　 （小沢区）
熊 坂　 富 夫 　〃　 （上熊坂区）
相 川　 直 行 　〃　 （熊坂区）
原　 正 明 　〃　 （下谷八菅山区）
井 上　 幸 一 　〃　 （二井坂区）
栗山　登喜雄 　〃　 （桜台区）
大 野　 藤 男 　〃　 （坂本区）
山 内　 潔 　〃　 （六倉区）
齋 藤　 千 春 　〃　 （大塚区）
千 田　 昭 博 　〃　 （桜台団地区）
五十嵐孝一郎 　〃　 （春日台区）
天 野　 裕 幸 民生委員児童委員協議会
小 曽 根　 潔 　　　　　〃
渡 邊　 基 保護司会
馬 場 恵 美 子 社会福祉施設（ミノワホーム）
船 山　 政 幸 　　  〃 　 　（せせらぎ）
熊 谷　 直 丈 　　  〃  　　（あいかわ工房）
中 島　 良 一 老人クラブ連合会
梅 澤　 弘 見 ボランティア連絡協議会
小 林　 利 彦 遺族会
米 澤　 明 範 小中学校校長会
熊 坂　 和 子 農業協同組合
中 山　 卓 也 行政（福祉支援課長）

愛川町社協愛川町社協
新役員・評議員のご紹介新役員・評議員のご紹介

　本会の役員（理事・監事）・評議員は、行政区
や福祉団体、民生委員、学校、介護施設等、様々
な関係機関の皆様に参画をいただいています。
役員・評議員ともに任期が終了し、このたび新
たな方々を次のとおり選任しました。これまで
ご尽力いただきました皆様におかれましては厚
く御礼申し上げます。
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「スマホ相談会」を開催します
　スマホの使用に不安のある高齢者、障がい者を対象に「スマホ相談会」を開催いたします。予約は不
要です。開催日に直接会場にお越しください。

※1名あたり15分前後の相談をお受けできますが、相談者が多い場合は、お待ちいただくことがあります。あらかじめご了承ください。
※会場での通信料は相談者負担となります。
※料金の見直しや契約内容のご相談はお受けできません。契約しているキャリアにご相談ください。

日　時 8月21日（木）、9月10日（水）、10月7日（火）、11月7日（金）、12月19日（金）
いずれも午後1時30分～午後3時30分まで

相談員 株式会社ポスト

場　所 町福祉センター3階会議室

内　容 ご自身のスマートフォンを使っていてわからないことを相談できます。

対　象 スマートフォンを持っている町内在住の障がい者及び65歳以上の高齢者

参加方法 予約不要。開催日に直接会場にお越しください。

参加費 無料

問い合わせ  電 話  046-285-2111（内線3793）

令和7年度 いきいき生活講座
「終活講座 エンディングノート

“わたしのこれからノート”活用法」開催
　「終活」とよく聞くけれど、何から始めたらよいのだろう？という方向けに相続、お葬式、遺品、介護、
お墓のことなど、元気な今だから出来る、生前にやっておくと良い準備等を知っていただき、自分ら
しく前向きに安心して生きるための「終活」と「エンディングノート」について学ぶ講座を開催します。

日　時 9月1日（月）午後1時30分～午後3時30分まで

講　師 株式会社　永田屋

場　所 町福祉センター3階会議室

内　容 生前にやっておくと良い準備、エンディングノート「わたしのこれから
ノート」について　など終活に関わる内容

対　象 町内在住の方　定員30名（先着順）

申込方法 8月25日（月）までに電話、FAX（講座名・氏名・年齢・住所・電話番
号を記入）または 二次元コードから町社協へお申し込みください。

参加費 無料

連絡先  電 話  046-285-2111（内線3793）　 FAX  046-286-5424

「終活」について
学んでみませんか？
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　毎年9月に実施している「ふれあい広　毎年9月に実施している「ふれあい広
場」につきまして、近年の残暑の厳しさ場」につきまして、近年の残暑の厳しさ
や実行委員会での住民の皆様の意見を反や実行委員会での住民の皆様の意見を反
映し、開催時期を変更し、下記の日程で映し、開催時期を変更し、下記の日程で
行います。行います。

　今年度も皆様に楽しんでいただける内容を実行委員会　今年度も皆様に楽しんでいただける内容を実行委員会
で検討していきます。詳細は、決定次第、ホームページ、で検討していきます。詳細は、決定次第、ホームページ、
広報誌で周知いたします。広報誌で周知いたします。

11月22日土
田代運動公園

実施日

開催場所

主催　社会福祉法人愛川町社会福祉協議会
　　　愛川町ボランティア連絡協議会

時期を変更して行います！
は今年のふふれれああいい広場広場楽しみながら認知症の予防！

あたまの体操教室   
　簡単な読み書き・計算の教材を使って、楽
しく認知症を予防しませんか。

日　時

場　所
募集人数

費　用

持ち物

令和7年9月から令和8年2月までの
毎週木曜日
午前9時30分又は10時30分からの
1時間程度
福祉センター　３階会議室
町内在住で65歳以上の方16人（応
募者多数の場合は抽選）
1ヶ月1，200円（1ヶ月ごとに集め
ます）
筆記用具

問い合わせ・申し込み
８月８日㈮までに社会福祉協議会へ（内線 ３７９１）

福祉教育サポーター養成講座
　町内の小・中学校等で車椅子操作や高齢者擬似体験を指導し、子供たちに福祉
について伝えるボランティア活動をしてみませんか。

場　所 町福祉センター3階会議室他

対　象 町内在住または在勤で児童・生徒への福祉教育
に関心のある方

受講料 無料

講　師 一般社団法人conbrio横浜青葉　佐藤 久美氏（愛川町スクールカウンセラー）
あいかわ福祉教育サポータークラブ　会員

定　員 30名程度

申込方法
9月18日（木）までに電話、
FAX（講座名・氏名・年齢・
住所・ 電話番号を記入）ま
たは 二次元コードからお申
し込みください。

プログラム 日時・会場 内　　容

1
9月25日（木）
午前9時30分～正午
町福祉センター

オリエンテーション

● 講義　児童・生徒との関わり方の理解

● 車椅子の取り扱いと指導方法の理解
● 高齢者疑似体験の指導方法の理解

● 参加者意見交換
● 実習オリエンテーション

2 9月～11月
町内小・中学校等

【実習】
● 学校機関での福祉教育体験

連絡先  電 話  046-285-2111（内線3793）
 FAX  046-286-5424
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　町社協は、福祉活動の中核として、地域住民、関係行政機関等と協力のうえ、民間社会福祉団体としての特質を活かしつつ、『住
民総参加によるふれあいのまちづくり』を目標に事業を実施しています。令和６年度は事業計画に基づき、下記に記載の事業に
取り組みましたので、事業の概要と決算の状況について報告します。

令和６年度　事業報告

資産の部 311,971,841円 負債の部 98,777,264円
純資産の部 213,194,577円

資産の部合計 311,971,841円 負債及び純資産の部合計 311,971,841円
貸借対照表

令和6年度　決算の概要（法人全体） 令和7年3月31日現在
収　　入

科　　目 決算額
会費収入 3,460,000円
分担金収入 0円
寄附金収入 3,632,495円
経常経費補助金収入 48,485,498円
受託金収入 44,222,665円
貸付事業収入 335,000円
事業収入 11,435,825円
介護保険事業収入 14,584,787円
就労支援事業収入 5,675,193円
障害福祉サービス等事業収入 40,046,649円
受取利息配当金収入 39,277円
その他の収入 1,312,132円
基金積立資産取崩収入 11,433,000円
積立資産取崩収入 487,500円
事業区分間繰入金収入 481,000円
拠点区分間繰入金収入 3,402,329円
サービス区分間繰入金収入 19,106,089円
その他の活動による収入 2,917,830円
前期末支払資金残高 31,914,974円

合　　計 242,972,243円

支　　出
科　　目 決算額

人件費支出 131,562,316円
事業費支出 25,722,692円
事務費支出 6,667,535円
就労支援事業支出 4,893,565円
収益事業支出 4,846,814円
貸付事業支出 343,000円
共同募金配分金事業費 2,287,888円
助成金支出 2,608,000円
負担金支出 784,251円
その他の支出 494,300円
固定資産取得支出 472,780円
基金積立資産支出 3,002,480円
積立資産支出 1,459,500円
事業区分間繰入金支出 481,000円
拠点区分間繰入金支出 3,402,329円
サービス区分間繰入金支出 19,106,089円
その他の活動による支出 4,262,130円
予備費支出 0円
当期末支払資金残高 30,575,574円

合　　計 242,972,243円

■ �愛川町ありんこ作業所の運営
　愛川町の指定管理者として、就労することが困難な知的障
がい者等を対象として就労継続支援B型事業所「愛川町ありん
こ中津作業所」、「愛川町ありんこ高峰作業所」を運営しました。

■ �地域包括支援センターの運営
　高齢者が住み慣れた環境で、自分らしい生活が継続でき
るように総合相談、権利擁護、介護予防ケアマネジメント
の事業を行いました。

⃝相談件数	 ５，６５４件
⃝ケアプラン作成件数（介護保険）	２，３０２件
⃝ケアプラン作成件数（総合事業）	 ９８７件
⃝地域ケア会議の開催	 ４回
⃝地域介護予防活動支援事業	 １３回

■ �権利擁護支援センターの運営
　成年後見制度等の相談機会、利用支援機能の充実を図るた
め、中核機関の運営をはじめとした様々な事業を展開しました。

⃝成年後見・権利擁護相談会の毎月開催
⃝成年後見制度普及啓発講演会の開催

【日常生活自立支援事業】相談談件数 ７１０件　契約者数 ５名
【法人後見事業】受任件数　後見類型 １件、保佐類型 ２件

■ �福祉の理解と活動の周知に向けて
　住民の皆様に福祉を身近に感じていただくこと、福祉のま
ちづくりの推進を目的に各種講座、イベントを開催しました。

⃝障がい者・高齢者ＩＣＴ教室（はじめてのスマホ体験教室）
⃝福祉講演会　⃝地域ふくしサポーター養成講座
⃝愛川の底力住民委員会　⃝ふれあい広場
⃝町内小中学校での福祉教育　⃝出前講座

⃝移送サービス事業（町受託事業）
⃝ミニデイサービス事業（町受託事業）
⃝訪問給食サービス事業（町受託事業）
⃝生活福祉資金貸付事業、緊急援護資金貸付事業
⃝エンディングノートの配布、書き方講座の実施
⃝フードバンクあいかわ事業
⃝肢体不自由児日常介助物品支給事業
⃝ふれあいショップ希望の運営（共生社会実現の取り組み）

■ �援護サービス活動の充実に向けて
　誰もが暮らしやすい町づくりを目指して、各種在宅福祉
事業や資金貸付事業等を実施しました。

⃝ボランティアサマースクール
⃝子育て支援ボランティア養成講座
⃝災害ボランティアコーディネーター養成講座
⃝ボランティアのつどい　など

■ �ボランティアセンターの運営
　活動の担い手の開拓、組織化に向けて、ボランティアの
育成に努めるとともに、小地域での福祉活動が展開できる
よう支援しました。 町社協がこうした福祉のまちづくりの取り組みを

続けていけるのは皆様のご支援のおかげです！
引き続き社協会員加入へのご理解・ご協力

よろしくお願いいたします(*^_^*)
（社協会員加入の詳細は１ページをご覧ください）
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